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本図の左右は、進行方向(下流から上流)に向かって、

左または右と表記する。 
※ 一般的な遡行図の「左岸・右岸」は下流に向かった

時の左右である 

六甲山 大池地獄谷 遡行図 
2008 年 8 月 14 日 

辺境徘徊ログ http://www.ze.em-net.ne.jp/~kitten/roam/

① 高速道路の高架をくぐってすぐ。「→ノースロード

出会い・←大池駅」の道標の手前を左手に入る。 

② 二段の堰堤を右手から巻く 

③ 第３堰堤の上流側の川原に下りて、入渓 

④ 左側に整備された巻き道あり 

⑤ 右手の岸から滝にアクセスし、右壁を登

る。非常に滑りやすい。要注意。 

⑥ 岩壁に囲まれた奥に落ち込む滝。少し手

前の右の壁をよじ登ってやりすごす。 

⑦ 右に曲がった先に堰堤。ここで終了。右

の方に急勾配を登っていく階段あり。 

 
遡行開始から 2,30分で魚影の行きかう、美しい壷に到達する。 
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